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低炭素社会における移動文化の新展開：〈観光×趣味〉の視点から
研究代表者 関西大学社会学部 岩 見 和 彦
共同研究者 桜花学園大学 南 裕一郎
関西大学大学院 塩 見 翔
関西大学大学院 奥 野 圭太朗
．研究目的
本研究では、数多ある文化のジャンルのなかで
も、人々が自己（の身体）を移動することで達成
しようとする価値（目的的価値・手段的価値）を
めぐる振る舞いと意識を「移動文化」と捉え、そ
の今日的変容過程に焦点を当てる。人は、余暇
（時間）ができたとき、どこに行きたがるのか？
何を使って（何に乗って）行こうとするか？ 誰
と行くか？ そもそも何のために行こうとするの
か？――こうした基底的な問いを、「移動文化」
の変容という視点から洗い直してみることで、
「観光×趣味」の新次元の一端を探ることが、本
研究の狙いである。
．研究経過
本研究グループでは、低炭素社会＝近未来社会
において、「人はどこへ行きたがるのか」にもっ
ぱら目を向けて調査・研究をおこなってきた。人
が移動を欲望するのは、目的地の「（広い意味で
の）魅力」が移動のインテンシブ（移動を促すプ
ル要因）となるが、多くの場合、その魅力を指示
するものは観光商品のカタログや、マスメディア
が提供する「物語」である。とりわけ現代人は、
これまで定番と考えられていた名所、旧跡、温泉、
テーマパーク以外の、マイブームといった言葉に
象徴されるような「自前の世界の構築」に大きな
関心を示し出してもいる。
以上のような〈観光地の発明〉といってもいい
流れとして、第一の研究テーマとしてアニメに代
表される「聖地巡礼」を取り上げ、その文化社会
学的な意味合いを追究した。個人化／つながり化
を揺れ動く現代の若者にみられる最近のトレンド
のありようも、この新しい移動文化のなかで探る
ことができよう。
これを「図」への注目とするなら、「地」のあ
りようにも目配りが必要である。上で述べた新し
い現象と、たとえば最強の観光ブランドとしての
「京都なるもの」の強い人気との間には、「移動文
化論」としてはどのような共通点（連続性）があ
るのか、またないのか。この点に照準した「京都」
を素材にした観光文化社会学的な考察を進めるこ
とが、移動文化・観光価値が生成・積層されて
いっている状況を幅広く見据えるうえで、有効か
つ不可欠だと考え、これを第二の研究テーマに設
定した。
これら二つが目的地の「選択」に関わるものだ
としたら、現代人の「趣味・嗜好」が大きく影響
する、それとは異なったもう一つの典型的な領域
として「鉄道趣味」の世界がある。この鉄道趣味
の欲望、とりわけ「乗り鉄」と呼ばれる趣味行動
は、まさに「移動文化」に直結するフィールドで
ある。「何に乗りたいのか」という「移動メディ
ア」（移動を可能にする乗り物）へのこの一途な
「選択」、また経路や鉄道網へのナイーブな耽溺に
は、移動文化の古くて新しい、もっと豊かな地平
が映し込まれているのではないか。このような関
心から、「鉄道趣味の社会学」を第三の研究テー
マとして設定した。本年度は、大学の「鉄道研究
会」活動の現況に関するインタビュー調査を通し
て、鉄道趣味人のリアルな語りから、「鉄道」の
記号論、「鉄道趣味」の社会化過程やアイデンティ
ティの問題などに関する考察を進めてきた。これ
は「趣味の社会学」の新たな試みとしても、また
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別な見方からすれば人の移動を促すプッシュ要因
の研究としても、今後非常に有望視される研究
テーマだと考えている。
以上のつのテーマについて、これまで数度に
わたって研究会・研究合宿を実施し、調査研究の
進捗状況の報告をおこなった。2012年度も同様の
体制で研究を継続していく予定である。
．研究成果
塩見翔「青少年の『趣味的社会化』に関する一考
察――鉄道ファンのライフヒストリー調査か
ら」『人間科学』75号（2011年	月）
塩見翔「現代の大学生における〈趣味〉と〈研究〉
――『鉄道研究会』での調査を中心に」日本
教育社会学会第63回大会報告（2011年	月25
日、お茶の水女子大学）
奥野圭太朗「最新の『NHK意識調査』から読み
取れる、若者のアニメ聖地巡礼行動」『もの
がたり観光』号（2011年10月）
奥野圭太朗「旅行業界におけるクレーマーの意義
に関する社会学的一考察」『旬刊旅行新聞』
（2012年月21日より連載中）
南裕一郎「スマートグリッドの動向に関する一考
察」『人間科学』75号（2011年	月）
．今後の課題
移動文化研究の端緒として行った名の共同研
究の成果が、未来社会論の一角をどこまで切り拓
けるかは、正直のところ明言はできない。しか
し、これまで断片的に論じられてきた観光論（観
光社会学という名に値する内実をもった研究はそ
れほど多くない）や趣味論（鉄道趣味に関わる本
格的研究は、辻泉（2008）以外ほとんど現れてい
ない）を、「移動文化の社会学的研究」という枠
組みの中に位置づけ直すことは、近未来の文化の
ありようを考える上でなにがしかのインパクトを
与えることができるものと思っている。
現代社会や未来社会を説得的な理論的フレーム
から論じたいと思っている、潜在する「社会学的
関心」を持った層に対して、われわれの〈観光×
趣味〉の視点からの問題提起と研究意図がより具
体的に届くよう、更なる研究の発表と新たな展開
への取り組みを地道に試みていくことが必要だと
考えている。
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